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ロボットシステムの展開について 記者：藤田 

 最近、ロボットに関する多くの事柄が報道されています。今回は、その現状と当社の取り組みを紹介します。 

実は、ロボット全体の明確な定義はありません。一般的には、「人の代わりに何らかの作業を自律的に行う装

置もしくは機械」とされています。ただし、産業用ロボットに関しては、日本工業規格（JIS）において、「自動制御

によるマニピュレーション機能または起動機能を持ち、各種の作業をプログラムによって実行できる、産業に使

用される機械」（JIS B 0134）と定義さ

れます。現在は、各種のロボットが開

発され、実際に使用されています。 

 産業用ロボットでは、①製造業分野

（溶接システム、塗装システム、組立

システム等）、非製造業分野（農林業

用ロボット、畜産ロボット）、②非産業

用ロボットでは、生活分野（警備ロボ

ット、掃除ロボット、多目的ロボット等）、

医療・福祉分野（医療ロボット、福祉ロ

ボット）、公共ロボット（災害対応ロボ

ット、探査ロボット、宇宙ロボット等）などが代表的な例です。2012年は0.9兆円であった産業規模が、2025年に

は 9.7 兆円まで拡大するという予想もあります。                                                       

         

このような状況の中で、従来のロボットとは性格が異なる「協働ロボット」が登場しました。現在、主流である産

業用ロボットは、安全を確保するために、ゲージ（柵）の中での使用が義務付けられ、関係する安全基準は大変

厳格です。その一方、「協働ロボット」は、その名称のとおり、作業者の横に設置して作業を補助する役目を担い

ます。その市場は一定の規模まで拡大すると予想します。 

当社は、協働ロボットとして、もっとも評価が高いユ

ニバーサル・ロボット（デンマーク製）を使用する設備・

システムの事業化を計画しています。展示会にも積極

的に参加しますので、皆様のご協力をお願いいたしま

す。 

＊ユニバーサル・ロボットの URL 

http://www.universal-robots.com/ja/ 
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明と暗 （記者：柳川） 

平成5年の消印が押された、PRで訪問した

客先から届いた葉書（礼状?）の裏面気に入っ

た絵葉書だったので、ずぅ～っと取って有り、

今でも職場のデスクマットに入れてあります。

色んな場面で悩んだりした時、読み返しては、

気持ちを入れ替えています。 黒から白に。 

今の貴方は、どちらですか？  暗・病・反

な言葉…出来れば封印したいですね！ 

対義語 面白いので、色々と調べてみてく

ださい。例えば、“ありがとう” の対義語、それ

は、“当たり前” だそうです。その言葉、日常軽く使っていますが、そもそも “ありがとう” の本当の意味すら知り

ませんでした。 有り難し．．．． 有る（ある）ことが難い（かたい）と云う意味のようです。有り得ないとか、きわめ

て希（まれ）と云う事のようです。奥が深いですね。その意味を知ってこそ、心の底から “ありがとう” って言える

ようになりたいものです。日常会話の中で登場する様々な言葉や、製品名の語源等、色々と調べてみるのも面

白いですね。 

編集長が気になったこと（記者：杉浦） 

暖かさの到来と一緒に、スギの木が橙色に色づいている今日の頃、皆様如何お過ご

しでしょうか？ 今年も花粉症にはなってない、と安堵している編集長です。 

さて、2 月 11 日、アメリカの大学において重力波を観測したとのニュースがありまし

た。気になったので調べてみました。重力波は、アインシュタインが予言した中で、「ア

インシュタイン最後の宿題」ともいわれています。その他の予言としては、「重力レンズ

効果」（光が天体の重力によって曲げられ、レンズの効果示すもの）、「重力赤方偏移」

（観測対象からの光のスペクトルが赤側（長波長側）ズレる現象）、「水星の近日点移

動」（水星の楕円形公転軌道が他の天体の重力影響により軌道変化が起こること、［太

陽系全ての惑星で変化が観測されている］）、「時間の遅れ」（運動している状態によっ

て時間座標の進み方が異なる現象）があり、これらは直接検証されてきました。 

重力波（gravitation wave）は何かというと、時空（重力場）の曲率（ゆがみ）の時間変動が波動として光速で伝

播する現象で、質量を持つものが運動した際、発生します。人が動いた時も発生しているのですが、あまりに

超々微弱の為、周囲に影響を与えることもありません。（観測できない）重力波は、巨大質量が高速（光速）で運

動した際に強く発生します。今回観測できたものは、13 億光年先にあるブラックホール連星（太陽の 36 倍、29

倍の質量のもの）が合体して 1 つの大きなブラックホール（太陽の 62 倍）になる過程であると解析されました。 

では、どうやって観測したかというと、マイケルソン干渉計（光のビームを 2 経路に分割し、ある距離の後反射

させて、合流させることで干渉縞を生み出す装置）の巨大観測装置（LIGO）をワシントン州とルイジアナ州に計 2

基設置し、外部からの影響によって生じる差（重力波によって干渉縞に変化ができる）を観測します。その結果、

2015 年 9 月 14 日、同装置の 2 基で 6.9 ミリ秒差を観測しました。解析の結果、南半球側から到来の重力波で

あることが判明して、今回の発表となりました。 

今回の重力波の初観測によって、宇宙の大部分、暗い宇宙、光がないから天体望遠鏡では見えなかった部

分への研究が可能になるとのことです。また、重力波の研究が進むことで物理学の難問への手助けとなること

が期待されています。 

 初観測は始まりでしかなく、今後が楽しみです。まだまだ、インフルエンザの流行も終息しておりませんので、

お体に気をつけて、ご機嫌よ～～ 


